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■　平成３１年第１回定例会、当初予算
■　一般質問
■　討論のあった議案
■　付帯決議・予算委員会
■　町議会・町議会議長の主な動き
■　次回日程
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白浜町



□
条
例
改
正

○
白
浜
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
に

よ
る
人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
水
道
布
設
工
事
監
督
者
の

配
置
基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水

道
技
術
管
理
者
の
資
格
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

学
校
教
育
法
及
び
技
術
士
法
施
行

規
則
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関
係
規

定
を
改
正

○
白
浜
町
湯
崎
浜
広
場
駐
車
場
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

駐
車
場
の
使
用
料
を
見
直
す
と
と

も
に
、
時
間
を
限
定
し
た
月
極
使
用

制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
関
係
規
定

を
改
正

○
白
浜
町
消
防
本
部
及
び
消
防
署
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

す
さ
み
消
防
署
の
移
転
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
改
正

○
白
浜
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

法
律
及
び
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
関
係
規
定
を
改
正

□
補
正
予
算

○
平
成
30
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
億
８
千
８
３
０
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

１
２
９
億
５
千
８
１
５
万
円
と
す
る
。

　

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
単
位　

万
円
未
満
四
捨
五
入
）

【
総
務
費
】

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

２
千
１
９
０
万
円

・
地
籍
調
査
事
業１

億
５
千
６
４
１
万
円
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  ３月５日【開会、会期の決定、町長挨拶提案理由の説明】
　・会期の決定　　・予算審査特別委員会の設置
　・議案の提案理由説明（条例改正６件、補正予算関係４件、工事請負契約２件、　
　   　　　　　　　　　　　平成３１年度当初予算関係１０件、  その他の議案３件）

  ３月１４日【一般質問】
　・辻議員、丸本議員、水上議員、南議員、楠本議員
  ３月１５日【一般質問】
　・溝口議員、長野議員、葊畑議員、小森議員、松田議員 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《Ｐ６～Ｐ１５に内容記載》

  ３月２５日【議案審議】
　・追加議案の提案理由説明（人事案件ほか１件）
　・予算審査特別委員会審査報告　
　・議案審議（議案１７件、平成３１年度当初予算関係１０件）
　・委員会発議案件 2 件

▷▷ 平成３１年第１回定例会 （３月５日～３月２５日）

第
１
日

第
４
日

第
２
・
３
日



【
民
生
費
】

・
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
等
事
業

２
千
９
４
０
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

２
８
０
万
円

【
衛
生
費
】

・
予
防
接
種
委
託
事
業

３
９
５
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
県
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金

１
９
８
万
円

【
土
木
費
】

・
県
営
事
業
等
負
担
金

58
万
円

【
消
防
費
】

・
消
防
団
救
助
能
力
向
上
資
機
材
緊

急
整
備
事
業

２
９
７
万
円

○
平
成
30
年
度
白
浜
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
３
５
９
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

５
億
８
千
８
８
８
万
８
千
円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
白
浜
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

４
千
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
29
億
８
千
４
７
９
万
５
千

円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
白
浜
町
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

繰
越
明
許
費
を
４
千
４
１
１
万
円

と
す
る
。

□
工
事
請
負
契
約

○
湯
崎
漁
港
漁
港
災
害
復
旧
工
事

【
契
約
金
額
】
７
千
７
６
５
万
２
千
円

【
契
約
の
相
手
】

　

和
歌
山
市
小
松
原
通
３
丁
目
69
番
地

　

株
式
会
社　

淺
川
組　

取
締
役
社
長　

栗く
り
う生　

泰や
す
ひ
ろ廣

○
安
宅
小
学
校
校
舎
・
屋
内
運
動
場

耐
震
改
修
等
工
事

【
契
約
金
額
】

　

５
千
４
６
２
万
６
千
４
０
０
円

【
契
約
の
相
手
】

　

白
浜
町
安
居
８
４
８
番
地

　

有
限
会
社　

寒
川
工
務
店

代
表
取
締
役　

寒そ
う
が
わ川　

善よ
し
ゆ
き行
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第
１
回
臨
時
会
を
２
月
13
日
招
集

１
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
物
品
購

入
契
約
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

□
物
品
購
入
契
約

○
富
田
津
波
救
命
艇
設
置
事
業
に
係

る
物
品
購
入

【
数
量
】　

津
波
救
命
艇　

１
式　
　

【
契
約
金
額
】　

１
千
90
万
円

【
契
約
の
相
手
】

　

大
阪
府
大
阪
市
住
之
江
区

北
加
賀
屋
５
丁
目
２
番
７
号

　

サ
ノ
ヤ
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長　

前ま
え
の野　

嘉よ
し
た
か孝

 

▽
平
成
31
年
第
１
回
臨
時
会富田津波避難タワー横に

　　　　　　　      設置されます。

□
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

次
の
方
を
同
意
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

　

尾お
ざ
き﨑　

惠け
い

（
田
野
井
）

　

２
月
６
日
、
全
国
町
村
議
会
議
長

会
第
70
回
定
期
総
会
に
お
い
て
、
正

木
議
員
、
水
上
議
員
が
議
員
と
し
て

15
年
以
上
在
職
し
、
自
治
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
定
例

会
初
日
の
冒
頭
で
伝
達
式
を
行
い
ま

し
た
。  

 
 

 

 

▽
自
治
功
労
者
表
彰
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▷▷ 平成３１年度予算

　

平
成
31
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、

予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

３
月
18
日
、
19
日
、
22
日
の
３
日
間

に
わ
た
り
、
一
般
会
計
お
よ
び
各
特

別
会
計
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

25
日
に
開
催
し
た
定
例
会
４
日
目

に
お
い
て
、
南
予
算
審
査
特
別
委
員

長
か
ら
審
査
報
告
を
行
い
、
採
決
の

結
果
、
平
成
31
年
度
当
初
予
算
す
べ

て
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、
付
帯
決
議
を
付
け
て
の
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

▽
付
帯
決
議
等
の
詳
細
は
17
ペ
ー
ジ

　一般会計予算に付帯決議をつけて原案可決

総額219億126万5千円

予算審査の流れ

予算審査特別委員会付託

町長から予算案の提出

予算の説明・質疑

討論・採決

付帯決議の動議

委員長審査報告・質疑

討論・採決

付帯決議提出・採決

本
会
議

予
算
委
員
会

本
会
議

平成 31年度一般会計構成内訳

歳 出

民生費
25.9%

総務費
17.6%

土木費
7.0%

教育費
12.0%

衛生費
13.1%

公債費
11.5%

消防費
5.7% その他

7.2%

可
決

町税
23.3%

繰入金
繰越金
5.6%
諸収入
2.5%

その他
3.9%地方交付税

27.8%

国県支出金
13.6%

町債
18.9%

その他
4.4%

自主財源
35.3%

依存財源
64.7%

歳 入
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会　　　計 平成 31 年度予算額
前  年  度  比  較

増  減  額 増減割合

一　　般　　会　　計 132 億 2200 万円　  21 億 4300 万円　 19.3％　

特　

別　

会　

計

国民健康保険（事業勘定） 29 億 3000 万円　  △ 9500 万円　 △ 3.1％　

　〃　（日置診療施設勘定） 1260 万円　  330 万円　 35.5％　

　〃　（三舞診療施設勘定） 600 万円　  △ 40 万円　 △ 6.3％　

　〃　（川添診療施設勘定） 3020 万円　  △ 480 万円　 △ 13.7％　

後 期 高 齢 者 医 療 6 億 850 万円　  2850 万円　 4.9％　

介 護 保 険 30 億 3700 万円　  1 億 1000 万円　 3.8％　

土 地 取 得 2010 万円　  △ 990 万円　 △ 33.0％　

簡 易 水 道 事 業 8660 万円　 960 万円　 12.5％　

農 業 集 落 排 水 事 業 880 万円　  △ 330 万円　 △ 27.3％　

下 水 道 事 業 8 億 4350 万円　  △ 2210 万円　 △ 2.6％　

水 道 事 業 10 億 9596 万 5 千円　  △ 3 億 8586 万円　 △ 26.0％　

  

□
一
般
会
計
予
算
の
主
な
事
業

【
総
務
費
】

・
ふ
る
さ
と
白
浜
応
援
寄
附
金
事
業

１
億
９
２
６
万
円

・
Ｉ
Ｔ
オ
フ
ィ
ス
整
備
促
進
補
助
金

事
業

６
千
万
円

・
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ

ム
整
備
事
業

４
億
１
千
74
万
円

・
中
地
区
津
波
避
難
タ
ワ
ー
整
備
事
業

１
億
１
千
９
５
０
万
円

・
日
置
地
区
津
波
避
難
タ
ワ
ー
整
備

事
業

１
億
１
千
９
５
０
万
円

【
民
生
費
】

・
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
事
業

３
千
６
７
０
万
円

・
湯
崎
保
育
園
建
設
事
業

１
千
７
６
０
万
円

【
衛
生
費
】

・
日
置
川
ご
み
焼
却
場
解
体
撤
去
事
業

１
億
９
千
８
２
８
万
円

・
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

費
補
助
金

２
千
５
２
７
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
有
害
鳥
獣
駆
除
奨
励
補
助
金

２
千
６
０
０
万
円

【
観
光
費
】

・
白
浜
観
光
推
進
事
業３

千
１
３
０
万
円

・
三
段
壁
遊
歩
道
等
整
備
事
業

１
千
８
０
０
万
円

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
体
制
強
化
補

助
金

３
０
０
万
円

【
土
木
費
】

・
町
道
藤
島
細
野
線
改
良
事
業

１
億
６
千
３
５
１
万
円

【
消
防
費
】

・
消
防
団
車
庫
建
設
事
業
（
安
宅
、

玉
伝
地
区
）

２
千
２
４
６
万
円

【
教
育
費
】

・
日
置
中
学
校
耐
震
改
修
事
業

２
億
４
千
７
９
５
万
円

・
南
白
浜
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震

改
修
事
業

４
１
７
万
円

平成３１年度 各会計予算



　
　

口
ヶ
谷
、安
居（
広
宇
井
）、

中
嶋
、
久
木
区
等
、
過
去
か
ら

何
度
も
住
宅
が
浸
水
す
る
。
地

域
へ
の
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置

等
、
町
と
し
て
何
ら
か
の
防
災

対
策
が
で
き
な
い
か
。

　
　

内
水
処
理
対
策
と
し
て
、

排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
は
有
効
で

あ
る
が
、
本
流
か
ら
の
逆
流
や

堤
防
の
越
水
が
あ
る
箇
所
は
、

堤
防
整
備
が
先
決
で
あ
る
た

め
、
早
期
整
備
を
県
に
要
望
し

て
い
く
。

　
　

県
の
日
置
川
水
系
河
川
整

備
計
画
は
20
年
の
長
期
計
画
で

あ
る
が
、
速
や
か
に
着
手
で
き

な
い
か
。

　
　

昨
年
10
月
に
で
き
る
だ
け

前
倒
し
で
の
施
工
を
県
に
要
望

し
て
い
る
。
平
成
30
年
度
か
ら

矢
田
区
の
Ｊ
Ｒ
鉄
橋
付
近
で
河

道
掘
削
に
着
手
し
て
お
り
、
来

年
度
以
降
も
引
き
続
き
田
野
井

橋
上
流
ま
で
施
工
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

志
原
海
岸
で
は
高
潮
が
越

波
し
、
海
来
館
や
町
営
住
宅
も

浸
水
し
た
。
何
ら
か
の
対
処
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

昨
年
11
月
に
県
の
担
当
者

に
現
地
視
察
を
し
て
も
ら
い
、

実
情
を
訴
え
早
期
の
対
策
を
要

望
し
て
い
る
。

　
　

日
置
川
地
域
に
お
い
て
、

荒
れ
て
管
理
さ
れ
て
い
な
い
家

屋
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　

倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
等
、

危
険
性
が
高
い
空
き
家
の
所
有

者
に
対
し
、
現
状
の
写
真
を
添

付
し
、
適
正
な
管
理
を
促
す
文

書
を
送
付
し
て
い
る
。
今
後
、

是
正
に
応
じ
な
い
所
有
者
に

は
、「
白
浜
町
空
家
等
対
策
計

画
」
に
基
づ
き
、
よ
り
強
い
措

置
を
講
じ
る
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
。

　
　

地
域
の
高
齢
化
が
進
み
人

口
が
減
っ
て
い
く
な
か
、
空
き

家
を
活
用
し
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

者
を
迎
え
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
予
定
は
あ
る
か
。

　
　

県
で
は
、
空
き
家
を
活
用

す
る
た
め
、
県
定
住
支
援
機
構

が
空
き
家
バ
ン
ク
を
管
理
運
営

し
て
い
る
。
ま
た
、
空
き
家
の

改
修
補
助
金
等
の
助
成
制
度

等
、
県
外
か
ら
の
移
住
者
に
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
東
京
・
大
阪
・
和
歌
山

に
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
相
談
窓
口
と
な
っ
て

い
る
。

　
　

補
助
金
や
町
独
自
の
施

策
、
移
住
者
へ
の
ア
フ
タ
ー
フ

ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

現
在
、
町
独
自
の
補
助
金

制
度
は
な
い
が
、
日
置
川
事
務

所
内
に
移
住
相
談
窓
口
を
置

き
、
県
外
か
ら
の
移
住
希
望
者

に
対
し
、
現
地
案
内
等
を
行
っ

て
い
る
。
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

は
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

日
置
川
地
域
で
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
活
動
経
過
と
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

現
在
、
川
添
地
域
を
中
心

と
し
た
地
域
資
源
の
発
掘
や
、

振
興
に
関
す
る
支
援
を
目
的

に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
委

嘱
し
て
い
る
。
今
後
は
、
地
域

活
動
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、

地
域
の
人
や
良
さ
を
知
り
、
定

住
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

問問 答

　・防災について
　・空き家対策と地域振興について

６NO.52

問

答

答

辻
つじ

　成
せ い き

紀　議員
（一問一答）

問

答

平成３１年第１回定例会一般質問（登壇順）

答

問答

問 問答

対応が求められる危険性の高い空き家
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東
日
本
大
震
災
か
ら
８

年
、
福
島
第
一
原
発
が
被
害
を

受
け
、
原
発
業
界
は
大
打
撃
を

受
け
た
と
思
う
。
事
故
の
翌
年

に
は
国
内
で
稼
動
し
て
い
る
原

発
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
が
、
そ
の

後
再
稼
動
が
進
み
、
現
在
国
内

で
９
基
が
稼
動
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
町
長
は
最
終
処
分

場
や
中
間
貯
蔵
施
設
の
受
け
入

れ
拒
否
を
議
会
で
表
明
し
て
い

る
。
拒
否
の
表
明
を
し
た
こ
と

は
、
再
稼
動
反
対
と
理
解
し
て

よ
い
か
。

　
　

原
発
再
稼
動
を
含
む
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
は
、
安
全
性
や
経

済
性
、
安
定
供
給
と
い
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。
国
の

責
任
に
お
い
て
進
め
て
い
く
べ

き
課
題
で
あ
り
、
私
自
身
が
判

断
す
べ
き
問
題
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

最
終
処
分
場
や
中
間
貯
蔵

施
設
が
決
ま
ら
な
い
な
か
、
原

発
再
稼
動
を
進
め
る
原
子
力
行

政
を
町
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

原
子
力
行
政
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
に
お
い
て
進
め
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
国
や

電
力
会
社
が
責
任
を
持
っ
て
、

国
民
の
理
解
を
得
た
う
え
で
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　

昨
年
の
６
月
議
会
で
中
間

貯
蔵
施
設
、
核
の
施
設
の
受
け

入
れ
拒
否
の
条
例
を
制
定
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
提
案
し
た
。

町
長
は
、「
慎
重
に
検
討
を
行

い
、
必
要
と
あ
れ
ば
議
会
と
相

談
し
た
い
」と
答
弁
し
て
い
る
。

　

町
長
は
、
最
終
処
分
場
お
よ

び
中
間
貯
蔵
施
設
の
受
け
入
れ

拒
否
を
議
会
で
表
明
し
て
い
る

が
、
条
例
を
制
定
し
、
よ
り
完

全
に
核
の
施
設
の
受
け
入
れ
を

「
ス
ト
ッ
プ
」
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
。
そ
の
こ
と
が

住
民
の
不
安
軽
減
に
つ
な
が
る

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

住
民
の
不
安
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
中
間
貯
蔵
施
設
や
最

終
処
分
場
を
受
け
入
れ
る
考
え

は
な
い
と
表
明
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
条
例
制
定
の
必
要
性
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

問

答

問 答

問

後世に残すべき日置川の豊かな自然

丸
まる

本
もと

　安
やす

高
たか

　議員
（一問一答）

・使用済み核燃料、
中間貯蔵施設受け入れ拒否の条例を

答

日置川の海岸線



　
　

町
内
に
お
け
る
平
成
30
年

の
人
身
事
故
は
、
前
年
よ
り
11

件
も
増
加
し
た
。
優
先
道
路
の

明
確
化
と
一
旦
停
止
の
点
検
、

案
内
看
板
の
拡
充
や
道
路
へ
の

カ
ラ
ー
塗
装
等
で
さ
ら
に
注
意

喚
起
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

優
先
道
路
や
一
旦
停
止

等
、
道
路
交
通
法
上
の
規
制
は

警
察
署
の
所
管
で
あ
り
、
今
後

事
故
防
止
に
つ
な
が
る
よ
う
合

同
点
検
等
を
通
じ
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
交
通
安
全
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
に
は
、
買
い
物
や
通

院
等
へ
の
手
段
が
少
な
く
、
返

納
に
た
め
ら
い
が
あ
る
と
聞

く
。
優
遇
措
置
の
拡
大
が
で
き

な
い
か
。

　
　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

の
な
か
で
、
買
い
物
支
援
を
含

め
た
取
り
組
み
や
交
通
弱
者
と

言
わ
れ
る
方
等
の
交
通
利
便
性

を
確
保
す
る
た
め
に
、
地
域
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
支
援
で

き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
進

め
、
自
主
返
納
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

　
　

通
学
路
は
歩
車
分
離
帯
の

な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
狭
い
通

学
路
の
側
溝
改
修
も
未
整
備
の

箇
所
が
多
い
。
児
童
が
側
溝
に

落
ち
た
こ
と
も
あ
る
。
ラ
バ
ー

ポ
ー
ル
の
設
置
や
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
の
塗
装
で
歩
行
空
間
を
作

れ
な
い
か
提
言
す
る
が
、
通
学

路
の
安
全
点
検
の
検
証
は
で
き

て
い
る
の
か
。

　
　

町
道
の
歩
道
未
整
備
箇
所

は
道
路
幅
員
が
狭
く
、
建
物
移

転
等
が
伴
う
た
め
、
早
々
の
歩

道
設
置
は
難
し
い
状
況
で
あ

り
、
側
溝
改
修
に
よ
る
溝
蓋
の

設
置
や
区
画
線
等
で
歩
行
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
等
の
対
策

を
講
じ
て
い
く
。

　
　

交
差
点
の
死
角
や
巻
き
込

み
の
危
険
は
な
い
の
か
。ま
た
、

低
位
置
に
お
年
寄
り
や
子
ど
も

に
も
分
か
り
や
す
い
案
内
表
示

と
児
童
生
徒
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
徹
底
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

児
童
生
徒
の
交
通
安
全
に

つ
い
て
は
、
定
期
的
に
各
学
校

で
取
り
組
ん
で
お
り
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
の
徹
底
に
つ
い

て
も
、
学
校
を
通
じ
て
指
導
を

徹
底
し
て
い
く
。

　
　

交
通
流
と
渋
滞
解
消
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
増
設
お
よ
び

点
検
。
消
え
た
道
路
白
線
の
引

き
な
お
し
、
白
浜
署
の
横
断
者

優
先
ス
テ
ッ
カ
ー
や
反
射
材
の

タ
ス
キ
着
用
の
取
り
組
み
等
、

町
ぐ
る
み
で
の
推
進
に
つ
い
て

も
考
え
を
伺
う
。

　
　

交
通
安
全
対
策
は
、
重
要

な
問
題
と
と
ら
え
て
お
り
、
町

内
の
地
域
に
は
道
路
、
交
差
点

等
に
交
通
安
全
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
あ
る
。
今
後
も
道
路

管
理
者
と
連
携
し
な
が
ら
対
策

を
講
じ
て
い
く
。

問答

問

答

問

問

答

答

問

８NO.52

　・交通安全対策の現状と課題、
道路整備についてはどうか

答

横断者優先ステッカーと反射材

  水
みずかみ

上　久
く み こ

美子　議員
（一問一答）

交差点改良工事で役場下に
信号機が付きました
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平
成
29
年
の
議
会
で
太
陽

光
発
電
の
一
般
質
問
を
し
て
い

る
。
当
時
、
設
備
を
す
る
に
あ

た
っ
て
、
町
へ
の
届
出
義
務
や

許
認
可
も
必
要
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
住
民
と
業
者
が
ト
ラ
ブ
ル

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ

で
条
例
を
作
っ
て
は
ど
う
か
と

提
言
し
た
が
、
そ
の
後
の
町
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　

町
に
は
、
太
陽
光
発
電
に

対
す
る
規
制
は
な
い
が
、
事
業

計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の

基
準
に
明
ら
か
に
適
合
し
な
い

事
案
は
、
積
極
的
に
県
や
経
済

産
業
省
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

に
情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

住
民
の
方
か
ら
相
談
等
が
あ
れ

ば
、
経
済
産
業
省
・
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
の
ト
ラ
ブ
ル
や
懸
念

等
に
対
す
る
通
報
制
度
を
案
内

し
た
い
。

　
　

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ

ワ
ー
フ
白
浜
の
施
設
に
対
し
、

毎
年
、
町
負
担
が
何
千
万
円
も

あ
り
、
収
入
は
納
付
金
年
間

１
０
０
万
円
前
後
の
み
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
今
ま

で
続
け
て
き
た
が
、
同
じ
こ
と

を
今
後
５
年
間
続
け
る
の
か
。

　
　

施
設
の
維
持
に
あ
た
っ
て

は
、
町
も
い
ろ
い
ろ
な
努
力
は

し
て
い
る
。
駐
車
場
に
つ
い
て

も
、
当
初
の
見
込
み
に
は
る
か

に
及
ば
な
か
っ
た
も
の
を
、
改

善
を
講
じ
な
が
ら
５
年
間
運
営

し
て
き
た
。
平
成
31
年
第
１
回

定
例
会
に
も
改
善
に
向
け
た
条

例
改
正
の
提
案
を
行
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
改
善
を
講
じ
な
が

ら
、今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

町
は
お
金
を
ど
う
工
面
す

る
か
の
議
論
も
せ
ず
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
６
年
間

過
ご
し
て
き
た
。
こ
の
責
任
を

誰
が
取
る
の
か
。
町
も
議
会
も

運
営
者
も
無
責
任
に
思
え
て
仕

方
が
な
い
。
あ
る
Ｊ
Ａ
の
組
合

長
は
、
「
補
助
金
頼
み
の
農
業

に
未
来
は
な
い
。
農
家
も
意
識

を
変
え
な
い
と
」
と
の
方
針
の

も
と
、
６
次
産
業
の
産
直
市
場

を
作
っ
た
。
ほ
か
に
も
自
力
で

建
設
し
、
自
力
で
維
持
、
償
還

し
、
雇
用
を
守
り
、税
金
を
払
っ

て
い
る
漁
協
の
市
場
も
あ
る
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ

白
浜
は
、
そ
の
よ
う
な
努
力
が

不
足
し
て
い
る
。
今
ま
で
の
反

省
点
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

町
は
、
当
初
の
指
定
管
理

料
の
計
上
等
を
含
め
た
す
べ
て

の
も
の
に
つ
い
て
、
も
っ
と
精

査
し
、
勉
強
し
て
提
案
す
べ
き

で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
、

そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
大
変

反
省
し
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な

努
力
を
し
な
が
ら
、
少
し
で
も

う
ま
く
運
営
し
て
、町
の
観
光
、

漁
業
等
の
振
興
に
つ
な
が
れ
ば

良
い
と
考
え
て
い
る
。

答問 問

答

問

答

フィッシャーマンズワーフ白浜

住宅街に設置された太陽光発電

  南
みなみ

　勝
か つ や

弥　議員
（一問一答）

・太陽光発電
・フィッシャーマンズワーフ白浜

6 年間の検証



ス
マ
ホ
等
の
持
ち
込
み
を
認
め

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
素
案
を
市

町
村
の
教
育
委
員
会
に
示
し

た
。
文
部
科
学
省
は
原
則
禁
止

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
厳
格
な
統
一
的

ル
ー
ル
が
必
要
と
思
う
が
、
所

見
を
伺
う
。

　
　

学
校
へ
の
携
帯
電
話
等
の

持
ち
込
み
は
、
原
則
禁
止
で
あ

り
、
申
し
出
に
よ
り
学
校
長
の

判
断
で
許
可
を
し
て
い
る
。

　

情
報
モ
ラ
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
潜

む
危
険
性
等
に
つ
い
て
も
、
各

小
中
学
校
で
指
導
し
て
い
る
。

ル
ー
ル
に
つ
い
て
精
査
し
、
町

内
で
一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と
、

保
護
者
の
理
解
や
協
力
を
得
な

が
ら
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度

は
、
教
員
の
働
き
方
を
め
ぐ
る

負
担
軽
減
で
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
に
求
め
ら
れ
る
役
割
の
変

化
や
、
保
護
者
か
ら
の
過
度
な

要
求
や
苦
情
へ
の
対
応
を
期
待

　
　

領
土
と
主
権
に
関
す
る
正

し
い
認
識
を
多
く
の
国
民
が
持

つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
北
方

領
土
に
加
え
、
竹
島
や
尖
閣
諸

島
が
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
歴
史

的
認
識
を
含
め
、
教
育
現
場
で

ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

　
　

現
行
の
学
習
指
導
要
領
の

内
容
に
沿
っ
た
指
導
を
し
て
い

る
。
今
回
改
訂
さ
れ
た
新
学
習

指
導
要
領
に
は
、
小
中
学
校
と

も
、
竹
島
や
北
方
領
土
、
尖
閣

諸
島
に
つ
い
て
記
載
が
あ
り
、

小
学
校
で
は
２
０
２
０
年
度
、

中
学
校
で
は
２
０
２
１
年
度
よ

り
、
新
学
習
指
導
要
領
の
記
載

内
容
に
沿
っ
た
指
導
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

　
　

学
校
へ
の
ス
マ
ホ
等
の
携

帯
電
話
の
持
ち
込
み
に
つ
い

て
、
新
聞
紙
上
で
も
議
論
さ
れ

て
い
る
が
、
大
阪
府
教
育
庁
は

さ
れ
、
教
員
へ
の
精
神
的
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
町
の
教
育
現
場
の
実
情
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

保
護
者
か
ら
の
問
題
提
起

へ
の
対
応
は
、
学
校
長
を
中
心

に
学
校
が
行
っ
て
お
り
、
内
容

に
も
よ
る
が
、
学
校
と
教
育
委

員
会
が
相
談
し
な
が
ら
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
も
あ
る
。

　

今
後
、
法
的
な
相
談
が
必
要

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
町
の
顧
問

弁
護
士
の
活
用
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
き
た
い
。

問答

　・学校教育について

10NO.52

対応が求められるスマホの持ち込み

問

問 答

答

楠
くすもと

本　隆
たかのり

典　議員
（総　括）

指導内容が記される学習指導要領
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町
が
出
す
漁
業
振
興
助
成

金
と
水
産
増
殖
事
業
費
補
助
金

は
、
漁
業
を
営
む
漁
業
関
係
者

の
た
め
の
も
の
で
あ
る
の
か
。

　
　

漁
業
振
興
助
成
金
は
漁
業

の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
漁
業
振
興
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
組
合
の

運
営
費
、
放
流
事
業
費
、
施
設

の
修
繕
費
等
、
多
方
面
な
用
途

に
使
用
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

水
産
増
殖
事
業
費
補
助
金
は
水

産
資
源
の
確
保
、
増
殖
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　
　

和
歌
山
南
漁
業
協
同
組
合

は
、
す
さ
み
町
、
白
浜
町
、
田

辺
市
に
支
所
が
あ
り
、
組
合
を

構
成
し
て
い
る
点
か
ら
、
ほ
か

の
自
治
体
と
補
助
金
や
助
成
金

に
つ
い
て
協
議
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
町
の
考
え
を

伺
う
。

　
　

過
去
に
ほ
か
の
自
治
体
と

補
助
金
や
助
成
金
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。
田
辺
市
の

補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
も
、
白

浜
町
と
は
か
な
り
違
い
が
あ
る

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
そ
の
よ
う

な
協
議
を
進
め
て
い
く
べ
き
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

特
に
日
置
支
所
分
の
漁
業

振
興
助
成
金
は
、
組
合
本
部
へ

送
金
し
本
部
の
運
営
費
と
し
て

使
わ
れ
た
り
、
年
度
に
よ
っ
て

は
、
す
さ
み
支
所
や
田
辺
支
所

の
運
営
費
に
使
わ
れ
て
い
た
と

聞
く
。
そ
の
経
費
の
一
部
に
は

町
か
ら
の
助
成
金
も
含
ま
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
点
か
ら
考
え

る
と
問
題
は
な
い
の
か
。

　
　

指
摘
は
理
解
で
き
る
が
、

そ
れ
を
明
確
に
謳
っ
て
い
る
も

の
が
な
い
の
で
、
即
座
に
問
題

に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
今
後
の
見
直
し
の
な
か
で

白
浜
町
管
内
の
漁
業
振
興
に

使
っ
て
も
ら
う
と
い
う
の
が
基

本
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
う

え
で
の
運
用
と
な
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

和
歌
山
南
漁
業
協
同
組
合

に
対
し
て
の
漁
業
振
興
助
成

金
、
水
産
増
殖
事
業
費
補
助
金

が
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
。
基
本
的
に
は
必
要
な
事
業

で
あ
る
が
、
補
助
金
問
題
が
解

決
で
き
て
い
な
い
な
か
、
計
上

し
た
理
由
を
伺
う
。

　
　

今
回
の
問
題
は
、
和
歌
山

南
漁
業
協
同
組
合
と
町
に
起
因

す
る
も
の
で
あ
り
、
各
漁
業
者

に
は
何
ら
不
利
益
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
町
も
一

定
の
方
向
を
見
出
し
、
現
時
点

で
の
和
歌
山
南
漁
業
協
同
組
合

の
姿
勢
を
見
る
な
か
で
、
当
初

予
算
案
へ
計
上
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
確
信
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

問答答 問

・町が出す負担金、
補助金のあり方について

　溝
みぞぐち

口　耕
こ う た ろ う

太郎　議員
（一問一答）

申　
　

請　
　

者

白　
　

浜　
　

町

① 申 請

② 交 付 決 定

③ 実 績 報 告

④ 交 付 額 確 定

⑤ 補 助 金 請 求

⑥ 補 助 金 交 付

補助金交付の流れ

問

答

答 問



　
　

林
業
再
生
に
は
、
公
共
建

築
物
に
国
産
材
を
利
用
す
る

等
、
需
要
も
掘
り
起
こ
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
考
え
を
伺
う
。

　
　

指
摘
の
よ
う
に
公
共
建
築

物
へ
の
国
産
材
の
利
用
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
公
共

施
設
で
利
用
し
て
き
た
。
新
た

に
交
付
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与

税
の
活
用
も
可
能
に
な
る
と
聞

い
て
い
る
の
で
、
そ
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
て
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

切
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え

る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
定
着
さ

せ
、
林
道
の
整
備
、
森
林
整
備

を
加
速
さ
せ
、
山
崩
れ
等
の
治

山
事
業
に
つ
い
て
も
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が

考
え
を
伺
う
。

　
　

森
林
の
持
つ
水
源
の
か
ん

養
、
土
砂
の
流
出
、
崩
壊
防
止

お
よ
び
生
活
環
境
の
保
全
等
の

公
益
的
機
能
の
重
要
性
は
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
保
育
、
間
伐
の
適
正
な

実
施
が
重
要
で
あ
り
、
林
道
の

整
備
、
治
山
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

新
た
に
新
設
さ
れ
る
森
林

環
境
税
の
活
用
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
の
森
林
、
林
業
の
施
策

の
方
針
を
伺
う
。　

　
　

４
月
に
施
行
さ
れ
る
森
林

経
営
管
理
法
に
基
づ
き
、
市
町

村
に
よ
る
森
林
経
営
管
理
を
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
市
町
村
が
行
う
公
的
な
管

理
と
し
て
の
森
林
整
備
や
、
所

有
者
の
意
向
調
査
や
境
界
確
定

等
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
シ
ス

テ
ム
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
川
添

線
の
バ
ス
停
の
新
設
に
つ
い

て
、
上
富
田
町
と
具
体
的
な
協

議
を
進
め
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
現
在
ま
で
の
協
議
内
容

と
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

上
富
田
町
地
域
公
共
交
通

会
議
が
開
催
さ
れ
、
白
浜
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
バ
ス
停
設

置
を
取
り
上
げ
て
も
ら
い
、
了

承
を
も
ら
っ
た
。
こ
の
結
果
を

受
け
て
、
臨
時
の
白
浜
町
地
域

公
共
交
通
会
議
を
開
催
し
、
承

認
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

バ
ス
停
新
設
、
ま
た
フ

リ
ー
乗
降
と
あ
わ
せ
て
、
今
後

ど
の
よ
う
な
予
定
で
進
め
て
い

く
の
か
。

　
　

４
月
に
臨
時
の
白
浜
町
地

域
公
共
交
通
会
議
を
開
催
し
、

そ
の
後
、
運
行
計
画
の
変
更
申

請
、
国
の
認
可
を
経
て
、
６
月

の
運
行
開
始
を
目
指
し
て
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答

問

問
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問答

日置川地域を走る白浜町コミュニティバス

答

　・総合的な森林、林業施策の推進について
　・コミュニティバス川添線の

バス停新設について   長
な が の

野　莊
そういち

一　議員
（総　括）

答

問問答



　
　

交
付
さ
れ
た
公
金
が
恣
意

的
に
費
消
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

つ
い
て
、
町
民
目
線
で
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

　
　

恣
意
的
に
費
消
と
い
う
点

は
認
識
の
違
い
は
あ
る
と
思
う

が
、
こ
の
問
題
は
町
民
や
関
係

各
方
面
か
ら
の
信
頼
を
損
ね
る

も
の
で
あ
り
、
決
し
て
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　

議
会
冒
頭
挨
拶
で
こ
の
問

題
は
補
助
金
制
度
を
根
底
か
ら

揺
る
が
す
も
の
で
あ
り
、
責
任

は
和
歌
山
南
漁
業
協
同
組
合
で

あ
る
が
町
の
責
任
も
重
大
と
述

べ
た
。
調
査
で
判
明
し
た
不
明

金
や
何
に
で
も
使
っ
て
い
い
助

成
金
の
返
還
を
求
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

和
歌
山
南
漁
業
協
同
組
合

の
み
の
責
任
で
な
く
、
む
し
ろ

町
の
対
応
、
特
に
助
成
金
を
交

付
し
出
し
た
時
点
か
ら
の
町
の

対
応
が
、
こ
の
問
題
の
原
因
で

あ
る
。
現
時
点
に
お
い
て
は
、

こ
れ
以
上
の
返
還
を
求
め
る
考

え
は
な
い
。

　
　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
は
不
認
定
、
平
成

30
年
度
予
算
は
執
行
さ
れ
て
い

な
い
。
き
ち
ん
と
結
果
が
示
さ

れ
、
全
容
が
明
ら
か
に
な
る
ま

で
、
補
助
金
等
の
予
算
の
計
上

や
執
行
は
止
め
る
べ
き
で
あ

る
。
町
の
責
任
も
重
大
と
考
え

る
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
止
め
る

べ
き
だ
が
考
え
を
伺
う
。

　
　

和
歌
山
南
漁
業
協
同
組
合

と
町
に
よ
る
問
題
で
、
各
漁
業

者
の
生
活
が
影
響
を
受
け
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
町
も
方
向
を
見
出
し
、
現

時
点
の
和
歌
山
南
漁
業
協
同
組

合
の
姿
勢
を
見
る
な
か
で
、
当

初
予
算
案
へ
計
上
し
た
。

　
　

学
校
図
書
館
司
書
の
業
務

委
託
の
雇
用
条
件
と
現
場
で
の

司
書
業
務
の
捉
え
方
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

業
務
内
容
、
給
与
等
の
雇

用
条
件
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
町
で
雇
用
し
て
い
た
時
と
変

わ
り
は
な
い
。

　
　

職
務
命
令
は
学
校
長
で
は

な
く
業
者
で
あ
る
。
事
故
の
対

応
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

業
務
委
託
の
形
態
な
の

で
、
学
校
に
は
指
揮
命
令
権
が

な
い
が
、
突
発
的
な
事
故
や
人

命
に
か
か
わ
る
事
象
等
の
や
む

を
得
な
い
場
合
は
、
対
応
す
る

の
が
当
然
と
考
え
て
い
る
。

　
　

子
ど
も
た
ち
と
直
接
関

わ
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
心
身
に

直
接
、
ま
た
は
間
接
に
影
響
を

与
え
て
い
く
仕
事
で
あ
る
。
学

校
用
務
員
も
そ
う
だ
が
、
町
で

直
接
雇
用
す
べ
き
と
思
う
が
、

町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

外
部
委
託
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
が
認
め
ら
れ
る
業
務
は
、
民

間
活
力
等
を
活
用
し
て
、
行
政

事
務
の
効
率
化
等
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答

問

答

問

答問

答
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問答

答 問

子どもの心身を育む図書館

・和歌山南漁協補助金問題について
・学校図書館司書業務等について

葊
ひろはた

畑　敏
と し お

雄　議員
（一問一答）



　
　

２
０
１
９
年
10
月
よ
り
、

国
は
３
～
５
歳
児
の
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
を
実
施
し

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
町
は
０

～
２
歳
児
の
完
全
保
育
料
無
償

化
に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、
手

厚
い
子
育
て
支
援
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　

本
年
10
月
の
消
費
税
引
き

上
げ
に
伴
い
、「
３
～
５
歳
児

の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
」
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
今
以
上
に
子
育
て
世
代
へ

の
支
援
が
拡
充
さ
れ
て
い
く
。

そ
う
し
た
全
国
的
な
動
き
の
な

か
で
、
町
と
し
て
も
、
充
実
し

た
子
育
て
環
境
の
構
築
と
い
っ

た
面
か
ら
も
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
町
の
重
点
政
策
と
す
る

こ
と
で
、
若
年
層
世
代
の
定
住

化
・
移
住
促
進
へ
と
つ
な
が
る
。

少
子
高
齢
化
問
題
に
対
す
る
町

の
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た

白
浜
町
総
合
戦
略
に
掲
げ
て
い

る
施
策
を
い
ち
早
く
実
現
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　

保
育
料
完
全
無
償
化
を
実

施
す
れ
ば
、
新
た
な
財
源
が
必

要
と
な
る
が
、
町
内
の
公
立
幼

児
園
・
保
育
園
の
２
園
で
も
民

間
委
託
す
る
こ
と
で
、
約
１
億

円
の
財
源
が
確
保
さ
れ
、
よ
り

多
く
の
子
育
て
支
援
政
策
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　

民
間
委
託
に
関
し
て
は
、

過
去
に
も
検
討
し
た
経
緯
が
あ

る
が
、
実
現
に
至
っ
て
な
い
。

今
後
、
子
育
て
施
策
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
い
く
う
え
で
も
検

討
が
必
要
な
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　

白
浜
町
第
二
次
長
期
総
合

計
画
に
は
、「
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の

構
築
を
進
め
る
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
中
学
・
高
校
生
の

通
学
定
期
券
購
入
費
助
成
支
援

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
保
護
者

の
経
済
的
負
担
の
緩
和
、
さ
ら

に
は
公
共
交
通
利
用
促
進
に
も

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

通
学
費
の
助
成
と
な
る
と

町
は
範
囲
が
広
く
、
助
成
範
囲

や
対
象
等
の
整
合
性
か
ら
、
非

常
に
難
し
い
の
が
現
状
で
あ

る
。ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

答問

問

14NO.52

問 答

求められる子育て施策の充実

中高生の通学拠点「紀伊日置駅」

答

　小
こ も り

森　一
かずのり

典　議員
（一問一答）

　・0 ～ 2 歳児完全保育料無償化施策
　・若年層移住、定住促進計画について
　・中学、高校生の通学定期券購入費助成支援

問

答
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こ
れ
か
ら
の
人
口
減
少
時

代
に
備
え
、
関
係
人
口
の
創
出

に
向
け
て
の
取
り
組
み
、
推
進

し
て
い
る
大
学
と
の
包
括
的
連

携
協
定
に
お
け
る
経
過
状
況
と

成
果
お
よ
び
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
連
携
事
業
を

通
し
て
、
こ
れ
か
ら
を
担
う
若

い
世
代
の
学
生
た
ち
に
少
し
で

も
白
浜
町
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
、
町
の
「
関
係
人
口
」
に

な
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
に
つ

な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　

紀
南
里
親
支
援
連
絡
会
の

結
成
を
機
に
、
町
と
し
て
こ
の

制
度
に
お
け
る
里
親
の
新
規
開

拓
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
支

援
、協
力
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

紀
南
里
親
支
援
連
絡
会
の

設
置
目
的
に
も
あ
る
よ
う
に
、

ま
ず
は
制
度
自
体
の
普
及
啓
発

と
、
里
親
が
不
足
し
て
い
る
と

い
う
現
状
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
が
第
一
歩
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

認
知
症
の
徘
徊
行
動
へ
の

支
援
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
白

浜
（
徘
徊
高
齢
者
捜
索
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
事
業
で
、
徘
徊
行
動

が
原
因
で
事
故
等
が
発
生
し
た

時
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

徘
徊
行
動
が
原
因
で
事
故

等
が
発
生
し
た
場
合
の
リ
ス
ク

に
つ
い
て
、
先
進
自
治
体
の
事

例
等
を
検
証
し
つ
つ
、
現
段
階

で
は
個
々
で
の
対
応
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

５
歳
児
健
診
の
推
進
に
つ

い
て
、
町
に
お
け
る
そ
の
必
要

性
と
考
え
方
、
周
辺
市
町
村
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

軽
度
発
達
障
害
を
適
切
な

時
期
に
発
見
で
き
る
等
を
認
識

し
て
い
る
が
、
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
田
辺
市
は
抽

出
に
よ
る
健
康
相
談
、
す
さ
み

町
は
対
象
児
す
べ
て
、
上
富
田

町
は
未
実
施
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

５
歳
児
健
診
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
現
在
の
体
制
や
予

算
等
の
課
題
に
加
え
、
現
行
の

健
診
体
制
で
発
達
障
害
の
疑
い

が
判
明
し
た
場
合
、
各
関
係
機

関
と
ど
の
よ
う
な
連
携
を
図
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

人
材
や
社
会
資
源
が
豊
富

に
あ
る
状
態
で
は
な
い
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
、
５
歳
児
健
診

の
実
施
で
は
な
く
、
発
達
相
談

の
回
数
拡
大
を
検
討
し
、
適
切

な
事
業
の
紹
介
や
利
用
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

問

答 問

答 問

答

問答

・人口減少時代の対策について
・里親制度について
・認知症の支援について
・5 歳児健診の推進について松

ま つ だ

田　剛
たけはる

治　議員
（一問一答）

認知症の人に対する対応の基本

に　聞いてみる。

の　話を想像する。

に　現状を伝えてみる。

の　反応をみる。

が　どのように思うか聴いてみる。

に　どのようにするか相談する。

認知症
の人

認知症の人は、意思も・経験もあります

厚生労働省ホームページ（https://www.mhlw.go.jp/content/
20170606_ninchisyotoha.pptx）をもとに作成

推進している大学との連携

問

答
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可
決

▷▷ 討論のあった議案

 》》議案第１０号

     「湯崎浜広場駐車場条例の一部を改正する条例について」

　
　

葊
畑
議
員
（
要
旨
）

　

白
浜
町
湯
崎
浜
広
場
駐

車
場
を
設
置
す
る
と
こ
ろ

に
遡
っ
て
、
地
元
の
住
民

の
利
用
等
を
考
え
る
と
、

こ
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は

反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

最
初
び
っ
く
り
す
る
よ
う

な
試
算
で
、
説
明
を
聞
く

と
本
当
に
こ
ん
な
ん
で
い

け
る
の
か
と
い
う
思
い
も

あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
疑

問
が
ど
ん
ど
ん
つ
い
て
く

る
値
上
げ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
こ
の
条
例
の

改
正
案
に
反
対
で
あ
る
。

　

定
例
会
４
日
目
に
、
湯
崎
浜
広
場
駐
車
場
料
金
等
を
改
正
す
る
本
議
案
の
審
議

を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
を
行
っ
た
後
、葊
畑
議
員
か
ら
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。
採
決
結
果
や
反
対
討
論

の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

期　間 車種 駐車時間 現行 改正後

  9 月 1 日

   ～ 6 月 30 日

普通・

自動二輪車

1 時間ごと

200 円 300 円

中型・大型 500 円 600 円

  7 月 1 日

   ～ 8 月 31 日

普通・

自動二輪車
400 円 600 円

※土日祝日は 900 円

中型・大型 1,000 円 1,200 円
※土日祝日は 1,800 円

　○最初の１時間は無料　　○自動二輪車はサイドカー等の側車付きのものに限る

  主な改正点（湯崎浜広場駐車場料金）

反対

賛  否  一  覧

堀

匠

楠
本
隆
典

南　

勝
弥

西
尾
智
朗

丸
本
安
高

正
木
秀
男

堅
田
府
利

松
田
剛
治

小
森
一
典

水
上
久
美
子

辻　

成
紀

葊
畑
敏
雄

溝
口
耕
太
郎

長
野
莊
一

　議案第 10 号
　「湯崎浜広場駐車場条例の
　　　一部を改正する条例について」

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※議長（西尾）は採決に加わりません。  ※○は賛成　×は反対

時
間
を
限
定
し
た
月
極

駐
車
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

【令和元年７月１日施行】



▷▷ 一般会計当初予算に付帯決議
　平成３１年度一般会計当初予算を可決後、南予算審査特別委員長から付帯決議案が提出

され、全会一致で可決しました。以下に付帯決議の全文を掲載します。

* 付帯決議とは…

　議案等を議決する際に付け加える議会の意見または要望のことを言います。　　

　法的な拘束力はありませんが、政治的に尊重されるべきものとされています。

議案第１６号　平成３１年度白浜町一般会計予算に関する付帯決議

　平成３１年白浜町議会第１回定例会に町長が提出した平成３１年度白浜町一般会計当
初予算では、款６．農林水産業費　項３．水産業費　目２．水産業振興費の中で、漁業
振興助成金５２０万円及び水産増殖事業費補助金５００万円が計上されている。
当助成金及び補助金については、平成２９年度において、事業実績の領収書や申請写真
などに一部事実と異なる報告があったと当局から説明があり、審議の結果、平成２９年
度白浜町一般会計歳入歳出決算認定は不認定となった。
　その際、本案件の解明に取り組み、再発防止策を早急に講じるとともに、水産事業の
振興施策を実施するよう求めたところであるが、決算審査における指摘事項が今回の予
算に反映されていない。
　地方自治法の改正により、地方公共団体の長は、決算不認定の場合に、当該不認定を
踏まえて必要と認める措置を講じたときは、その内容を議会等に報告・公表しなければ
ならないが、未だに報告がなされていない。
　また、本定例会初日の冒頭、町長は「町民をはじめとする関係各方面からの信頼を損
ねる結果となった」と述べ、さらに、「適正な指導ができていなかった町の責任も重大」
と町の責任を認めたものの、チェック体制の強化や補助金にかかる事務の適正化に向け
た再発防止策については示されていない。
　加えて、平成３０年度予算については、現時点で執行しておらず、その執行の目途も
立っていない状況において、当該補助金及び助成金の当初予算を計上することに非常に
厳しい意見があった。
　しかしながら、近年の漁業を取り巻く環境は非常に厳しい状況にあることから、今後
も漁業振興の充実を図ることについて、その必要性と重要性を求める意見もあり、慎重
に議論を重ね、今回の議決に至ったものである。
　従って、本案件の発生に至った問題点を真摯に受け止め、再発防止に万全を期すよう、
補助金要綱の抜本的な見直しや事業・実績等確認方法の改善、職員のコンプライアンス
の徹底、費用対効果の検証、さらには、補助団体と改善に向けた協議などを確実に行い、
町の責務において町民の信頼回復を果たし、適正な予算執行に取り組まれたい。

  以上、決議する。

  平成３１年３月２５日                                                                                白浜町議会

17 NO.52
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▷▷ 予算審査特別委員会

賛  否  一  覧 採決結果

堀

匠

楠
本
隆
典

南　

勝
弥

丸
本
安
高

正
木
秀
男

堅
田
府
利

松
田
剛
治

小
森
一
典

水
上
久
美
子

辻　

成
紀

葊
畑
敏
雄

溝
口
耕
太
郎

長
野
莊
一

一般会計予算案 可決すべきもの ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

　※委員長（南）は採決に加わりません。  ※議長（西尾）は委員ではありません。  ※○は賛成　×は反対

賛成 反対

　３月 19 日に行われた一般会計予算の審査に

おいて、平成 29 年度一般会計決算を不認定と

した項目である農林水産業費の漁業振興助成金

および水産増殖事業費補助金について、町の考

えや対応を問う厳しい質疑がありました。質疑

終了後には、葊畑委員が反対討論、正木委員が

賛成討論を行い、起立採決の結果、賛成多数に

より一般会計当初予算案を「可決すべきもの」としました。

　また採決後には、楠本副委員長から付帯決議提出の動議があり、全会一致で付帯決議を

付けることとしました。なお、特別会計予算案も反対討論がありましたが、すべて「可決

すべきもの」と決しました。一般会計予算案にかかる討論の要旨と採決結果は、下記のと

おりです。

　＊正木委員（要旨）
予算審査にあたっては、重点施策をはじ

め、今年度の重要な事業の審議を行った。

なかでも、特に農林水産業費の漁業振興

助成金および水産増殖事業費補助金の計

上については、町の考えや対応をただし、

チェック体制の強化や事務の適正化に向

けて意見を求めたところである。また、

当初予算は今年度のまちづくりの根幹を

なすべきものである。適切な財政運営を

はかり、的確な支出を求め、原案に賛成

する。

　＊葊畑委員（要旨）
平成 29 年度の決算は不認定になった。

また、平成 30 年度白浜町一般会計予算

の水産増殖事業費補助金、漁業振興助成

金は、現在のところ執行されていない。

このことについて、過日の一般質問、そ

して町長の説明等があった。町長が言う

事業者の責任、町の責任をこのままにし

ておいては、町民の理解は決して得られ

ない。このように考え、平成 31 年度白

浜町一般会計予算案に反対する。



▷▷ 町議会・町議会議長の主な動き（１月～３月）
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▷▷ 活動報告

　　１月４日  成人式・新年祝賀会

　　　　５日  消防出初式

　　　　６日  交通安全年頭式

　　　１０日  議会広報特別委員会

　２１日
　　～２２日

 田辺周辺広域市町村圏組合
 視察（広島県）

　２４日
　　～２５日

 富田川治水組合視察
 （三重県）

　　　２９日  全員協議会（殿山ダム視察）

　　　３０日  県議長会総会（和歌山市）

　　２月４日  議会運営委員会

　　　１２日  後期高齢者医療広域連合
 議会（和歌山市）

　　　１３日  第１回臨時会
 全員協議会

　２月１５日  富田川治水組合議会

　　　１８日  西牟婁地方老人福祉施設
 組合議会

　　　１９日  田辺市周辺広域市町村圏
 組合議会

　　　２０日  富田川衛生施設組合議会
 紀南環境広域施設組合議会

　２１日
　　～２２日

 県町村議会議長会正副議長
 研修会

　　　２５日  大辺路衛生施設組合議会

　　　２６日  議会運営委員会
 公立紀南病院組合議会

　　３月５日  第１回定例会第 1 日

　　　１４日  第１回定例会第２日

　　　１５日  第１回定例会第３日

　　　１８日  予算審査特別委員会

　　　１９日  予算審査特別委員会

　　　２２日  予算審査特別委員会

　　　２４日  椿小学校閉校式

　　　２５日  第１回定例会第４日

　　　２７日  公立紀南病院組合議会

１月２９日、全員協議会
（殿山ダム現地視察）を
開催しました。現地職員
の案内で施設を見学し、
殿山ダムの概要について
説明を受けました。説明
後には、緊急時の周知方
法や行政との連携など、
多岐にわたる質疑・意見
交換を行いました。

　▶ 全員協議会  ～殿山ダム現地視察から防災を考える～



日 月 火 水 木 金 土
５/27 ５/28 ５/29

議会運営
 委員会
 13:00~

５/30 ５/31 １

２ ３ ４
 第１日
 提案説明等
 10:00~

５
 （休会）
  議案調査のため

６
 

７
 

８

９ 10
 

11
 

12
 

13
 

14 15

16 17

 第２日
 一般質問
 10:00~

18
 第３日
 一般質問
 10:00~

19

 第４日
 議案審議
 10:00~

20
第５日
 議案審議
 10:00~

21 22

　６月議会の日程は、５月 29 日（水）開催予定の議会運営委員会で決定します。
　詳細は、議会事務局（43-6591）までお問い合わせください。

開会日

閉会日

編 集 後 記

　議会広報特別委員会
　委 員 長　南　勝弥　　
　副委員長　小森　一典
　委　　員　正木　秀男　松田　剛治
　　　　　　水上久美子　葊畑　敏雄

発行：白浜町議会　　編集：議会広報特別委員会　　〒 649-2211　和歌山県西牟婁郡白浜町 1600 番地
TEL  ：0739-43-6591　　FAX：0739-43-5888　   　E-mail：gikai@town.shirahama.lg.jp　

次 回 日 程
次回定例会（6 月）の会期は、6 月４日（火）から 20 日（木）までの予定です。

 ３月議会では第３次白浜町財政健全化プラ
ンに基づいた平成 31 年度当初予算が上程さ
れ、審査では厳しい財源の使途と行政課題
に向けて慎重審議を行いました。
 ４月から南紀白浜空港が民営化となり町の
活性化につながる企画運営に期待されると
ころです。また、卒業式、入学式と児童生
徒の節目に出席しました。未来に羽ばたく
子どもたちの顔を見て、次世代に残せるま
ちづくりのために、なお一層議会も取り組
んで参ります。議会広報特別委員会では読
みやすい紙面作りを研究し、今後とも努め
て参ります。　　　　　　        　　（水上）

町議会に関する情報は
「議会ホームページ」へ

 議会開催前にＦＭビーチステーションの
“ マイタウン白浜町 ” にて、会議日程等を１
日３回放送しています。ご都合が付けば議
会を傍聴し、町政の方針や
議員の活動を身近に感じ
てみてください。

お 知 ら せ

  〈白浜町議会ホームページ〉
    http://www.town.shirahama.wakayama.jp/
    gyousei/gikai/index.html

 白浜町議会ホームページでも、会議日程を
ご覧になれます。
また、直近の本会
議の録画配信や本
会議の会議録等も
発信しています。


